
 

 

 

 

■ 右の図で直線ℓ , m は、それぞれ y＝x＋8、y＝－3x＋12 

である。直線ℓ , m と x 軸との交点をそれぞれ 

A , B とする。また、直線ℓと m との交点を 

P とするとき、次の問いに答えなさい。 

(1)  点 P の座標を求めなさい。 

    

 

 

 

(2)    点 A,B の座標をそれぞれ求めなさい。 

 

 

(3)  三角形 PAB の面積を求めなさい。 

 

 

(4)  点 P を通り三角形 APB の面積を二等分する直線の式を求めなさい。 
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■   

(1)  点 P の座標を求めなさい。 

   y＝x＋8、y＝－3x＋12 の連立方程式を解く。 

    x＋8＝－3x＋12 より、x＝1 

    x＝1 をℓ , m のどちらかに代入して、 

    y＝１＋8＝9      

答え P(1,9) 

(2)    点 A,B の座標をそれぞれ求めなさい。 

   点 A は、ℓ：y＝x＋8 で、y＝0 のときの x の値より、 

   0＝x＋8 → x＝－8   

   点 B は、m ：y＝－3x＋12 で、y＝0 のときの x の値より、0＝－3x＋12  x＝4  

                             答え A(－8,0) B(4,0) 

(3)  三角形 PAB の面積を求めなさい。 

    三角形 PAB の底辺の長さ＝4－(－8)＝12 

    三角形 PAB の高さ＝交点 P の y 座標＝9 

    三角形 PAB＝12✕９✕
1

2
＝54               答え 54 

 

(4)  点 P を通り三角形 APB の面積を二等分する直線の式を求めなさい。 

   点 P を通り三角形 APB の面積を二等分するには、底辺 AB の中点 M を通ればよい。 

            中点 M の座標＝(
－8＋4

2
,0)＝(－2,0) 

             2 点 P(1,9) 、(－2,0)を通る直線の式を求めればよい。 

             傾き＝
９－０

１－(－２)＝3 →  y＝3x＋ｂとおき、P(1,9)を代入 

              9＝3✕1＋b より b＝6  

                                答え  y＝3x＋6 
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